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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第42期

第３四半期累計期間
第43期

第３四半期累計期間
第42期

会計期間
自　平成27年７月１日
至　平成28年３月31日

自　平成28年７月１日
至　平成29年３月31日

自　平成27年７月１日
至　平成28年６月30日

売上高 (千円) 7,123,103 7,405,912 9,480,983

経常利益 (千円) 845,592 738,740 1,037,388

四半期(当期)純利益 (千円) 597,524 491,092 703,816

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 61,650 696,086 696,086

発行済株式総数 (株) 5,560,000 6,376,100 6,376,100

純資産額 (千円) 2,249,954 3,960,391 3,625,423

総資産額 (千円) 7,621,645 8,556,704 8,826,764

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 134.38 77.02 148.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 5.00 10.00 20.00

自己資本比率 (％) 29.5 46.2 41.1
 

 

回次
第42期

第３四半期会計期間
第43期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日

自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 36.51 28.11
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第43期第３四半期累計期間は希薄化効果

を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第42期第３四半期累計期間及び第42期

は潜在株式が存在していないため記載しておりません。

　　 ５．第42期の１株当たり配当額20円には、上場記念配当５円を含んでおります。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用所得環境は緩やかながらも改善傾向が続く一方で、個人消費

は伸び悩む状況が続いております。また海外情勢は中国の経済成長の減速、米国の大統領交代等のリスク懸念があ

り、先行きは不透明な状況で推移しております。

 当社が属します食品製造業におきましては、個人消費が横ばい圏で推移していることから販売は安定しており、

安定的な推移となりました。

　このような状況のもと、当社は一般消費向け各種豆腐、厚揚げ等を主力に九州から中国・四国、関西、東海の各

地方において販売に注力いたしました。また、外食、コンビニエンスストア向け業務用豆腐の販売を推進いたしま

した。

　設備面では、関西工場の絹ごし豆腐専用ラインの新設が10月に、厚揚げラインの増設が11月に完了し、受注の

キャパシティの確保を行うとともに、時間当たり製造量が増加したことにより、従来よりも製造体制の効率化を図

りました。

 以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高7,405百万円と前年同期と比べ282百万円(4.0%)の増収とな

りました。

　利益につきましては、設備投資の増加、販売手数料の増加等により、営業利益は741百万円と前年同期と比べ103

百万円（12.2%）の減益、経常利益は738百万円と前年同期と比べ106百万円（12.6%）の減益、四半期純利益は491百

万円と前年同期と比べ106百万円（17.8%）の減益となりました。

 なお、当社は単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

 
　

(2) 財政状態の分析

①　資産の部

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して270百万円減少し、8,556百万円となりま

した。

流動資産は2,083百万円となり、前事業年度末と比較して453百万円の減少となりました。これは主に株式公開

時に調達した資金を設備投資に使用したことにより現金及び預金が473百万円減少したこと等によるものです。

固定資産は6,473百万円となり、前事業年度末と比較して183百万円の増加となりました。これは主に減価償却

費の計上により有形固定資産が減少した一方で、絹豆腐専用ラインの新設および厚揚げラインの増設等によるも

のです。

 
②　負債の部

当第３四半期会計期間末における総負債は、前事業年度末と比較して605百万円減少し、4,596百万円となりま

した。

流動負債は1,961百万円となり、前事業年度と比較して373百万円の減少となりました。これは主に１年内返済

予定の長期借入金が112百万円増加した一方で、前事業年度末に計上した未払法人税等を納付したことにより284

百万円減少したこと、設備投資分の支払により未払金が166百万円減少したこと等によるものです。
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固定負債は2,635百万円となり、前事業年度末と比較して231百万円の減少となりました。これは主に長期借入

金が223百万円減少によるものです。

 
③　純資産の部

当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末と比較して334百万円増加し、3,960百万円となりま

した。これは主に四半期純利益491百万円により利益剰余金が増加したことによるものです。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(5) 主要な設備

①　前事業年度末において計画中であった主要な設備の新設のうち、当第３四半期累計期間に完了したものは次の

とおりであります。

　
事業所名

（所在地）
セグメントの名称 設備の内容

投資総額

（千円）
資金調達方法 完了年月

完成後の

増加能力

関西工場

（滋賀県甲賀市）

豆腐等製造販売

事業

絹豆腐専用

ライン新設
559,123

増資資金及び

自己資金
平成28年10月

時間当たり

製造量

10,000個
 

（注）1.金額には消費税等を含めておりません。

2.平成28年７月に完了予定でありましたが、機械の設定、テスト等に時間を要したため、平成28年10月に完了

しております。

　

②　前事業年度末において計画中であった主要な設備の新設のうち、当第３四半期累計期間に著しい変更があった

ものは次のとおりであります。

 

事業所名

（所在地）

セグメントの

名称
設備の内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月 完了予定年月
完成後の

増加能力総額

（千円）

既支払額

（千円）

本社工場

（広島県三原市）

豆腐等製造販

売事業

絹豆腐専用

ライン新設
233,043 ―

増資資金及び

自己資金
平成29年４月 平成29年７月

時間当たり

製造量

10,000個
 

（注）1.金額には消費税等を含めておりません。

2.設備のうち一部を、既存設備を改造することに変更したため、投資予定額総額を減額しております。

 
③　当第３四半期累計期間において新たに確定した主要な設備の新設等の計画は次のとおりであります。

　

事業所名

（所在地）

セグメントの

名称

設備の

内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月 完了予定年月
完成後の

増加能力総額

（千円）

既支払額

（千円）

関西工場

（滋賀県甲賀市）

豆腐等製造販

売事業

油揚げ

ライン新設
545,000 2,000

自己資金及び

借入金
平成29年２月 平成29年11月

時間当たり

製造量

いなり揚げ

30,000枚

短冊揚げ

15,000枚
 

（注）金額には消費税等を含めておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,504,400

計 25,504,400
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年５月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,376,100 6,376,100
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株で
あります。

計 6,376,100 6,376,100 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年１月１日～
平成29年３月31日

― 6,376,100 ― 696,086 ― 669,086
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,375,900
63,759 ―

単元未満株式
普通株式

200
― ―

発行済株式総数 6,376,100 ― ―

総株主の議決権 ― 63,759 ―
 

（注）当第３四半期会計期間末現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成28年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成29年１月１日から平成29年

３月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年７月１日から平成29年３月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社やまみ(E32364)

四半期報告書

 8/14



１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年６月30日)
当第３四半期会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,233,433 760,086

  売掛金 1,100,284 1,101,790

  商品及び製品 27,789 29,956

  原材料及び貯蔵品 149,610 165,253

  繰延税金資産 21,648 21,648

  その他 4,324 4,398

  流動資産合計 2,537,090 2,083,132

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,160,907 2,164,349

   機械装置及び運搬具（純額） 2,636,443 3,141,431

   土地 848,448 848,448

   建設仮勘定 543,344 224,219

   その他（純額） 43,816 34,384

   有形固定資産合計 6,232,960 6,412,834

  無形固定資産 4,540 3,916

  投資その他の資産 52,172 56,821

  固定資産合計 6,289,673 6,473,572

 資産合計 8,826,764 8,556,704

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 669,009 639,539

  1年内返済予定の長期借入金 500,246 612,770

  未払金 616,984 450,263

  未払法人税等 345,353 60,459

  賞与引当金 8,000 36,004

  その他 195,331 162,121

  流動負債合計 2,334,925 1,961,158

 固定負債   

  長期借入金 2,693,099 2,469,917

  繰延税金負債 144,330 144,341

  その他 28,985 20,896

  固定負債合計 2,866,414 2,635,155

 負債合計 5,201,340 4,596,313

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 696,086 696,086

  資本剰余金 669,086 669,086

  利益剰余金 2,259,137 2,590,827

  株主資本合計 3,624,310 3,955,999

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 1,113 1,139

  評価・換算差額等合計 1,113 1,139

 新株予約権 ― 3,251

 純資産合計 3,625,423 3,960,391

負債純資産合計 8,826,764 8,556,704
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成28年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 7,123,103 7,405,912

売上原価 5,025,340 5,271,430

売上総利益 2,097,763 2,134,482

販売費及び一般管理費   

 荷造運賃 530,521 545,073

 広告宣伝費 22,176 17,124

 販売手数料 431,164 519,445

 給料及び賞与 162,135 170,526

 賞与引当金繰入額 5,000 4,340

 減価償却費 7,010 4,807

 その他 95,260 131,801

 販売費及び一般管理費合計 1,253,269 1,393,119

営業利益 844,494 741,363

営業外収益   

 受取利息 31 25

 受取配当金 35 34

 助成金収入 8,916 13,895

 自動販売機収入 2,587 2,560

 受取補償金 7,122 ―

 その他 2,904 2,339

 営業外収益合計 21,597 18,855

営業外費用   

 支払利息 20,499 20,848

 その他 ― 629

 営業外費用合計 20,499 21,478

経常利益 845,592 738,740

特別利益   

 固定資産売却益 218 40

 リース解約益 405 ―

 補助金収入 24,761 ―

 特別利益合計 25,385 40

特別損失   

 固定資産除却損 7,918 2,651

 特別損失合計 7,918 2,651

税引前四半期純利益 863,059 736,130

法人税等 265,534 245,038

四半期純利益 597,524 491,092
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(追加情報)

当第３四半期累計期間
（自　平成28年７月１日　至　平成29年３月31日）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半
期会計期間から適用しております。

 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成27年７月１日
至 平成28年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
至 平成29年３月31日)

減価償却費 558,754千円 649,172千円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自　平成27年７月１日　至　平成28年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月29日
定時株主総会

B種類株式 27,030 5,100 平成27年６月30日 平成27年９月30日 利益剰余金

平成28年１月15日
取締役会

普通株式 27,800 5 平成27年12月31日 平成28年１月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 
当第３四半期累計期間(自　平成28年７月１日　至　平成29年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年９月28日
定時株主総会

普通株式 95,641 15.00 平成28年６月30日 平成28年９月29日 利益剰余金

平成29年２月14日
取締役会

普通株式 63,761 10.00 平成28年12月31日 平成29年３月13日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、豆腐等製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成27年７月１日
至　平成28年３月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成28年７月１日
至　平成29年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 　134円38銭 77円02銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 597,524 491,092

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 597,524 491,092

普通株式の期中平均株式数(株) 4,446,691 6,376,100

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり当期純利益の算定に含めなかった
潜在株式で、前事業年度末から重要な変動が
あったものの概要

―

第１回新株予約権の個数
628個

第１回新株予約権となる株式数
62,800個

 

(注) １．当第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有する潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。また、前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

２．当社は、平成27年10月１日付けで普通株式１株につき普通株式400株の割合で株式分割を行っております。

前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　第43期（平成28年７月１日から平成29年６月30日まで）中間配当について、平成29年２月14日開催の取締役会

において、平成28年12月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたし

ました。

　　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　63,761千円

　　②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　10円00銭

　　③　支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成29年３月13日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年５月15日

株式会社やまみ

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人  
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　山　　村　　竜　　平　　㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　笹　　山　　直　　孝　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社やまみ

の平成28年７月１日から平成29年６月30日までの第43期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年１月１日から平成29年

３月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年７月１日から平成29年３月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社やまみの平成29年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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